
第 章 茅原大墓古墳の葺石の石種とその採石地

．第 次調査の葺石の石種とその使用傾向
桜井市茅原に茅原大墓古墳がある。墳丘の前方部東側に設定されたトレンチにみられる下段の葺石

を裸眼で観察した（図106参照）。石材の石種の特徴、使用傾向について述べる。

（ ）石種の特徴

葺石の石種は柘榴石ペグマタイト、黒雲母花崗岩Ａ、斑糲岩Ａである。これらの石種の特徴につい

て述べる。

色は灰白色で、粒形が亜角～亜円である。ペグマタイト構造が顕著で、基質

をなす長石に粒状をなす石英や柘榴石が散在する。石英・長石・白雲母・柘榴石が噛み合っている。

石英は無色透明、粒状で、粒径が ～10㎜、量が中である。長石は灰白色で、粒径が ～20㎜、量が

非常に多い。白雲母は無色透明、板状で、粒径が ～ ㎜、量がごく僅かである。柘榴石は濃赤色、

粒状で、粒径が ～ ㎜、量が僅かである。

色は灰色で、粒形が亜円である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英は

無色透明、粒径が ～ ㎜、量が多い。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が多い。黒雲母は黒色、

板状で、粒径が ～ ㎜、量が中である。

色は暗灰緑色、灰緑色で、粒形が角、亜角である。長石・角閃石・輝石が噛み合ってい

る。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が中である。角閃石は黒色、粒径が ～ ㎜、量が多い。輝

石は暗緑色、粒径が ～ ㎜、量が多い。

（ ）石材の使用傾向

観察した葺石の石材は48個である。石種構成は、柘榴石ペグ

マタイトが約 割 分、黒雲母花崗岩Ａが約 割 分、斑糲岩

Ａが約 割 分である。石材のみかけの長径は、 ～ ㎝のも

のが約 割 分、10～19㎝のものが約 割 分、20～29㎝のも

のが約 割 分、30～39㎝のものが約 割 分、40～49㎝のも

のが約 割である。使用石材の特徴としては斑糲岩Ａが多く、

粒径が大きな石材が使用されているといえる（表 参照）。

．第 次調査の葺石の石種とその使用傾向
茅原大墓古墳の墳丘は畑地となっていたためか、階段状に石垣が積まれている。この石垣の石種は

自然石の斑糲岩が半数以上を占めている。数か所にあけられたトレンチで、当古墳が築造された時期
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の葺石がみられたのは北側に設定された － トレンチのみである。葺石は基底部が残存し、天端部

（肩部）が消滅している。石材は畑の石垣に転用されたと推定される。残存する葺石を裸眼で観察し

た（図107）。石種の特徴、石材の使用傾向について述べる。

（ ）石種の特徴

観察した石材は全て川原石様の自然石で、割石や剥石がみとめられない。石種はアプライト、白雲

母花崗岩、片麻状黒雲母花崗岩、斑糲岩である。石種の特徴について述べる。

色は灰白色で、粒形が亜角である。基質をなす長石の中に柱状の石英がみられるペ

グマタイト構造を示すものもある。石英と長石が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が ～ ㎜、

量が多い。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が多い。

色は灰白色で、粒径が亜角である。石英・長石・白雲母が噛み合っている。石英は

無色透明、粒径が ～ ㎜、量が中である。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が非常に多い。白雲

母は無色透明、板状で、粒径が ～ ㎜、量が僅かである。

色は灰白色で、風化しているためか砕けやすい。顕著な片麻状を呈する。石

英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が0.5～ ㎜、量が僅かである。長石は灰

白色、粒径が ～1.5㎜、量が非常に多い。黒雲母は黒色、板状で、粒径が0.5～ ㎜、量が僅かである。

色は暗緑色で、粒形が亜角～亜円である。長石・角閃石・輝石が噛み合っている。長石

は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が中である。角閃石は黒色、粒径が ～ ㎜、量が多い。輝石は暗緑

色、粒径が ～ ㎜、量が中である。

（ ）石材の使用傾向

観察した70個の石材は全て自然石で、割石や剥石、加工石がみられない。石種的にみれば、斑糲岩

Ａが約 割 分、アプライトＡが約 割 分、片麻状黒雲母花崗岩が約 分、白雲母花崗岩が約 分

である。斑糲岩ＡとアプライトＡで、約 割を占める。このような石材の使用傾向は箸墓古墳の前方

部北側付近、ホケノ山古墳の括れ部付近、堂ノ後古墳の周濠内等にみられる葺石の使用傾向に似てい

る。天理市の上ノ山古墳、東田大塚古墳に使用されている葺石の石種構成とは異なる。斑糲岩やアプ

ライトは巻向川の川原石に多くみられる。箸墓古墳、ホケノ山古墳、堂ノ後古墳、茅原大墓古墳は葺

―151―

２

の け の

1413145

62121

284978

485149146



石の採石が巻向川でできる条件にあった古墳といえる。

．第 次調査の葺石の石種とその使用傾向
茅原大墓古墳の第 次調査で出土した墳丘の葺石材を裸眼で観察し、石種を同定した（図108、109）。

石材の石種の特徴、使用傾向について述べる。

（ ）石種の特徴

識別した石種の特徴について述べる。

色は灰白色で、粒形が亜円である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英

は無色透明、粒径が ～ ㎜、量が中である。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が非常に多い。黒

雲母は黒色、板状で、粒径が0.5～ ㎜、量が僅かである。

色は灰白色で、粒形が亜円である。顕著な片麻状を呈する。石英・長

石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が ～ ㎜、量が多い。長石は灰白色、粒径が

～ ㎜、量が多い。黒雲母は黒色、板状で、粒径が ～1.5㎜、量が僅かである。

色は灰白色で、粒形が亜角である。顕著な片麻状を呈する。石英・長

石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が ～ ㎜、量が中である。長石は灰白色で、

―152―

３ ３

の の けのの の けの

1935101

211

6141

4322418152

7022824304



―153―



ややレンズ状をなし、粒径が ～30㎜、量が非常に多い。黒雲母は黒色、粒径が0.5～ ㎜、量が僅か

で、レンズ状に集合する。レンズの長径が15～30㎜、厚みが ～ ㎜である。

色は灰白色、粒形が亜角である。石英と長石が噛み合っている。石英は無色透明、

粒径が ～ ㎜、量が中である。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が非常に多い。

色は灰白色で、粒形が亜角である。石英と長石が噛み合っている。石英は灰色透明、

粒状で、長石中に斑晶状に散在する。粒径が ～ ㎜、量が中である。長石は灰白色、粒径が ～40

㎜、量が非常に多い。

色は灰白色で、粒形が角である。片麻状をなす。石英・長石が噛み合っている。

石英は無色透明、粒径が ～ ㎜、量が僅かである。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が非常に多い。

色は茶褐色で、粒形が円、風化している。細粒～中粒の斑糲岩と推定される。

色は暗灰緑色で、粒形が亜角である。長石・角閃石・輝石が噛み合っている。長石は灰

白色、粒径が ～ ㎜、量が多い。角閃石は黒色、粒径が ～ ㎜、量が多い。輝石は暗緑色、粒径

が ～ ㎜、量が僅かである。

色は暗灰緑色で、粒形が亜角である。粒状の暗緑色塊が散在する。その長径は ～ ㎝

で、量が多い。暗緑色塊には粒状の角閃石と輝石が集合している。長石・角閃石・輝石が噛み合って

いる。長石は灰白色、粒径が ～ ㎜、量が多い。角閃石は黒色、粒径が ～ ㎜、量が多い。輝石

は暗緑色、粒径が ～ ㎜、量が僅かである。
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（ ）石材の使用傾向

墳丘に設けられたトレンチで、葺石が観察できたのは － トレンチで100個、 － トレンチで

237個、 － トレンチの東側で132個、同トレンチの西側で107個、 － トレンチで125個の合計701

個である（表 参照）。

葺石のみかけの長径は ～54㎝で、10～29㎝の長径を示すものがトレンチ別にみれば66～86％を示

す。 － ・ － ・ － トレンチの葺石は一段目斜面、 － トレンチ東側の葺石は前方部の中

段の葺石、 － トレンチ西側の葺石は後円部中段の葺石である。一段目と中段の葺石の長径をみれ

ば、10～29㎝のものが一段目ではトレンチ別にみれば66～69％、中段では84～86％を占めている。ま

た、30㎝以上のものは一段目では12～24％、中段では ～ ％を占め、一段目に粒径が大きな石材が

使用されているといえる。

葺石の石種は、黒雲母花崗岩Ｂ（0.42％）、片麻状細粒黒雲母花崗岩（6.56％）、片麻状粗粒黒雲母花

崗岩（4.13％）、アプライトＢ（8.98％）、ペグマタイト（7.99％）、片麻状アプライト（9.12％）、斑糲

岩Ｂ（0.71％）、斑糲岩Ｃ（5.58％）、斑糲岩Ｄ（55.20％）、観察不良（1.28％）である。観察不良の石

材を除き、前 種類を花崗岩類、後 種類を斑糲岩類とすれば、前者の石材が37.71％、後者が62.28％

となり、 割以上を斑糲岩類が占めている。また、粒径でも斑糲岩に大きなものが多い（表 参照）。

．第 次調査の葺石の石種とその使用傾向
茅原大墓古墳の第 次調査の － ・ － ・ － トレンチから出土した葺石を裸眼で観察した。

観察結果から、石材の石種の岩相と石材の使用傾向について述べる。

（ ）石材の石種

観察した葺石の石種は、黒雲母花崗岩Ｂ、片麻状黒雲母花崗岩、ペグマタイト、粗粒アプライト、

アプライトＢ、斑糲岩Ｄ、細粒斑糲岩、珪質岩である（図110、111）。黒雲母花崗岩Ｂは長石が多いア

プライト質の中粒黒雲母花崗岩である。片麻状黒雲母花崗岩は顕著な片麻状（縞状）を呈し、中粒で

ある。黒雲母が少ないものと比較的に多いものとがある。ペグマタイト・粗粒アプライト・アプライ

トＢは巻向から笠荒神に通じる巻向川流域に分布する石英や長石を主とする石と岩相的に似ている。

斑糲岩Ｄや細粒斑糲岩は、岩相変化に富んだ石である。細粒の角閃石と輝石が集合して小指大の斑

点模様をなすものもある。珪質岩は暗青灰色を呈し、石英質粒が固まったような石である。一見、チャー

トのようにもみえる。

（ ）石材の使用傾向

－ ・ － トレンチの葺石、 － トレンチでは渡土堤の東側と西側にみられる葺石、これら

か所での石材の使用傾向について以下に述べる。調査個数は1140個である。石材の粒径については
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みかけの長径である（表10～13）。

－ トレンチの葺石（東側括れ部中段） 観察した葺石293個の長径は、 ㎝以上10㎝未満が40

個（約14％）、10㎝以上20㎝未満が140個（約48％）、20㎝以上30㎝未満が87個（約30％）、30㎝以上40

㎝未満が16個（約 ％）、40㎝以上50㎝未満が10個（約 ％）である。石種別にみれば、黒雲母花崗岩

Ｂが32個（約11％）、片麻状黒雲母花崗岩が13個（約 ％）、ペグマタイトが 個（約 ％）、粗粒アプ

ライトが43個（約15％）、アプライトＢが24個（約 ％）、斑糲岩Ｄが133個（約45％）、細粒斑糲岩が

45個（約15％）である。

－ トレンチの葺石（西側括れ部中段） 観察した葺石302個の長径は、 ㎝以上10㎝未満が31

個（約10％）、10㎝以上20㎝未満が152個（約50％）、20㎝以上30㎝未満が80個（約26％）、30㎝以上40

㎝未満が21個（約 ％）、40㎝以上50㎝未満が14個（約 ％）、50㎝以上60㎝未満が 個（約 ％）、60

㎝以上70㎝未満が 個である。石種別にみれば、黒雲母花崗岩Ｂが16個（約 ％）、片麻状黒雲母花崗

岩が16個（約 ％）、ペグマタイトが 個（約 ％）、粗粒アプライトが59個（約20％）、アプライトＢ

が28個（約 ％）、斑糲岩Ｄが147個（約49％）、細粒斑糲岩が32個（約11％）、珪質岩が 個である。

－ トレンチ東側の葺石（渡土堤東側） 観察した葺石240個の長径は、 ㎝以上10㎝未満が57

個（約24％）、10㎝以上20㎝未満が139個（約58％）、20㎝以上30㎝未満が24個（約10％）、30㎝以上40

㎝未満が 個（約 ％）、40㎝以上50㎝未満が 個（約 ％）、50㎝以上60㎝未満が 個（約 ％）、60

㎝以上70㎝未満が 個、70㎝以上80㎝未満が 個、90㎝以上100㎝未満が 個である。石種別にみれば、

黒雲母花崗岩Ｂが 個（約 ％）、片麻状黒雲母花崗岩が21個（約 ％）、ペグマタイトが 個、粗粒

アプライトが40個（約17％）、アプライトＢが35個（約15％）、斑糲岩Ｄが76個（約32％）、細粒斑糲岩

が63個（約26％）である。

－ トレンチ西側の葺石（渡土堤西側） 観察した葺石305個の長径は、 ㎝以上10㎝未満が48

個（約16％）、10㎝以上20㎝未満が110個（約36％）、20㎝以上30㎝未満が96個（約31％）、30㎝以上40

㎝未満が36個（約12％）、40㎝以上50㎝未満が12個（約 ％）、50㎝以上60㎝未満が 個（約 ％）で

ある。石種別にみれば、黒雲母花崗岩Ｂが 個（約 ％）、片麻状黒雲母花崗岩が19個（約 ％）、粗

粒アプライトが57個（約19％）、アプライトＢが23個（約 ％）、斑糲岩Ｄが147個（約48％）、細粒斑

糲岩が54個（約18％）である。

．石材の採取推定地
観察できた葺石は、角が少し円くなった角～亜円の自然石で、割石や加工石がみられない。葺石材

の表面は川原石様に滑らかなもの、山腹や礫層にみられるような表面に凹凸がみられるもの、風化し

て媒乱しかけているものがある。凹凸がみられるものや風化して媒乱しかけているものに斑糲類が多

い。

茅原大墓古墳が位置する付近の地質は、山麓に段丘の地層が分布し、山地には領家花崗岩類が分布
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する。このような分布も南北方向や東西方向の断層、堆積当時の古地形等によって地質分布が一様で

なく、景行天皇陵付近や大神神社付近では基盤をなす花崗岩類が分布し、当古墳が位置する付近では

洪積世の礫層が分布する。また、穴師付近では砂礫層や粘土層が分布する。このような地質・地形条

件により山地や谷では岩石分布と同様の石種の礫、洪積層が分布する地では風化した礫や風化しかけ

た礫、河川では山地や地層から流出した礫が分布する。

岩石分布をもとに各河川の礫種をみれば、巻向川から南の三輪山には黒雲母花崗岩や片麻状黒雲母

花崗岩が広く分布し、その中にレンズ状をなす斑糲岩が岩体として含まれる。西門川の右岸には片麻

状黒雲母花崗岩、左岸には片麻状粗粒黒雲母花崗岩が分布する。穴師山付近にはアプライト質黒雲母

花崗岩、巻向川近くになればペグマタイト質となる。このような地質の影響を受けて、西門川付近で

は片麻状を呈する黒雲母花崗岩、穴師山付近ではアプライトやアプライト質黒雲母花崗岩、白雲母花

崗岩、ペグマタイト、巻向川左岸では黒雲母花崗岩、斑糲岩の礫が分布し、巻向川では穴師山付近や

三輪山付近に分布する石種の礫がみられる。

以上のような岩石分布と石材の様相、石種の岩相をもとに石材の採取地を推定すれば、片麻状を呈

する細粒黒雲母花崗岩・片麻状黒雲母花崗岩・片麻状粗粒黒雲母花崗岩は礫の形状と石種の岩相から

西門川付近の石と推定される。アプライトＡ・アプライトＢ・粗粒アプライト・白雲母花崗岩・ペグ

マタイト・柘榴石ペグマタイトは穴師山付近に分布する石種の岩相に似ており、巻向川の礫と推定さ

れる。黒雲母花崗岩Ａ・黒雲母花崗岩Ｂ・細粒斑糲岩・斑糲岩Ａ・斑糲岩Ｂ・斑糲岩Ｃ・斑糲岩Ｄは

三輪山付近に分布する黒雲母花崗岩や斑糲岩に岩相的に似ており、川原石様の石は巻向川の川原石と

推定される。媒乱したような斑糲岩Ｂは茅原付近の洪積層に含まれている礫、当古墳造営時に出土し

た礫と推定される。

．石材の使用傾向
発掘調査時に観察した茅原大墓古墳の墳丘に使用されている葺石材1958個のみかけの長径、石種構

成について述べる。

見かけの長径を10㎝毎に区分すれば、 ㎝以上10㎝未満が270個（14％）、10㎝以上20㎝未満が940個

（48％）、20㎝以上30㎝未満が486個（25％）、30㎝以上40㎝未満が173個（ ％）、40㎝以上50㎝未満が

72個（ ％）、50㎝以上60㎝未満が13個（ ％）、60㎝以上70㎝未満が 個、70㎝以上80㎝未満が 個、

90㎝以上100㎝未満が 個である。長径が10㎝以上30㎝未満の石が全体の 分の を占め、50㎝以上の

石は僅か17個と ％に満たない数である。長径が増せば重量が増すが、30㎝程の川原石様の石であれ

ば15㎏程の重量となり、一人でも運べる重さである。

葺石材の石種は黒雲母花崗岩Ａが 個、黒雲母花崗岩Ｂが60個、白雲母花崗岩が 個、片麻状細粒

黒雲母花崗岩が45個、片麻状黒雲母花崗岩が75個、片麻状粗粒黒雲母花崗岩が29個、アプライトＡが

19個、アプライトＢが173個、粗粒アプライトが199個、片麻状アプライトが64個、ペグマタイトが63
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個、柘榴石ペグマタイトが14個、細粒斑糲岩が194個、斑糲岩Ａが71個、斑糲岩Ｂが 個、斑糲岩Ｃが

39個、斑糲岩Ｄが890個、珪質岩が僅か 個である。これらの石種と推定される石材の採取地を考慮し

て石種を纏めてみれば、黒雲母花崗岩が66個（ ％）、白雲母花崗岩が 個、片麻状黒雲母花崗岩が

146個（ ％）、アプライトが455個（24％）、ペグマタイトが77個（ ％）、斑糲岩が1299個（60％）、

珪質岩が 個となる。三輪山付近に分布する斑糲岩が 割を占め、穴師山付近に分布するアプライト

やペグマタイトが約 割を占める。巻向川流域の谷や川原で採石されたと推定される石材が 割を占

め、西門川付近と推定される石材が 分である。葺石材は主として巻向川の流域で採石されたと推定

され、南方にある初瀬川や北方の布留川や高瀬川等から採石されたと推定される石材は認められない。

茅原大墓古墳の葺石に使用されている石材は三輪から柳本にかけての付近の山麓に分布する石である。

―162―

1 大 古墳

62121

60183615

211

4511259

75113124711

2939143

1935101

173115368833

19912412409149

641113814

6314143113

1413145

1941664010239

7141525252

514

39356232

89011195110026539171

11

972

19581121372173486940270



第 章 総 括

．茅原大墓古墳の全体像の復元
（ ）墳丘の形態

茅原大墓古墳の墳丘は現状でも比較的良好に残存しており、北側に短い前方部を向ける帆立貝形の

墳丘形態であることが以前より推定されてきた。しかし前章までに報告してきた発掘調査成果から、

築造当時の墳丘の平面形態をより正確に復元することが可能となっている。

墳丘の全長と輪郭 後円部の中心位置は、確認された埴輪列の位置から復元することができる。

埴輪列は後円部頂では北側と西側の 箇所、後円部 段目平坦面では北側と南側の 箇所でそれぞれ

確認されており、これらの位置関係から後円部の中心は、現状の後円部頂平坦面のほぼ中心に位置す

ると考えられる。

次に墳丘主軸ラインについては、上記の後円部中心と、確認されている 段目の東西くびれ部の中

間点を結ぶことにより復元が可能である。これにより墳丘主軸ラインは、真北に対し約15°東に振れ

た方向を指向するもので、おおよそ － ・ － ・ － トレンチ及び － トレンチの東壁に近

い位置に復元することができる。

後円部の規模については、上記の後円部中心から確認された後円部端までの距離から推定すること

ができる。後円部東側では － トレンチと － トレンチで墳丘端の位置が確認されており、上記

の後円部中心からの距離は35ｍ～35.5ｍを測る。また後円部南西側の － トレンチでは葺石の転落

石が集積する状況が確認されており、この位置が概ね墳丘端にあたると推定される。後円部中心から

の距離は35.5ｍ前後であり、後円部東側の墳丘端までの距離とほぼ一致している。このように後円部

では中心から東西の墳丘端までの距離が一致することから、後円部の平面形態は概ね正円形を呈する

ものであると考えることができる。復元される後円部径は約71ｍである。

前方部では － トレンチにおいて東くびれ部、 トレンチにおいて東側面部、 － ・ トレン

チ及び － トレンチにおいて北東隅、 － トレンチ及び － トレンチにおいて前面部分の、そ

れぞれ墳丘端が検出されている。先に推定した墳丘主軸ラインとの位置関係で見ると、まず前方部前

面の墳丘端ラインは概ね主軸に直交する方向に復元することができる。東側面の墳丘端ラインは、主

軸に平行するものではなく、前面側ほど主軸からの距離が大きくなっており、このことから前方部は

前面側に向かって幅が広くなる形態であることがわかる。なお東側面の墳丘端ラインは、各トレンチ

で検出された墳丘端の位置関係から、直線的ではなく図112に示すように中ほどでやや屈曲している可

能性が考えられる。

こうした墳丘形態の復元により、墳丘の全長は約86ｍと推定することができる（図112）。この全長

約86ｍという規模に対する後円部径約71ｍという大きさは、通有の前方後円墳の形態と比較すると著

しく大きいものであり、典型的な「帆立貝式古墳」の一例であるということができる。

なお墳丘端の標高は、古墳が傾斜地に立地していることもあり、概ね北東側が高く、南西側が低く
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なる傾向が見られる。したがって前方部北東隅から東くびれ部付近が81.5～81.8ｍと最も高く、後円部

東側や前方部北西隅付近は81.0ｍ前後で、後円部南西側では79.5ｍとなっている。

墳丘の段構成と高さ 後円部では埴輪列を巡らせる 段の平坦面の存在が確認されている。後円

部頂の墳丘残存面の標高は90.3～90.7ｍ、これより 段下がった平坦面は85.4ｍ前後、さらに 段下がっ

た平坦面は82.2～82.8ｍ、後円部東側の基底は81.0ｍであり、各トレンチの状況からこれらの間に別の

平坦面の存在を推定することは難しく、後円部は 段築成であることが明らかである。各段の高さは、

段目が東側では1.8ｍ前後、西側では2.5ｍ以上と推定される。 段目は東側くびれ部付近で約2.6ｍ、

西側くびれ部付近で約3.2ｍを測る。 段目は約5.3ｍと推定され、後円部全体の高さは11ｍ前後であっ

たと考えることができる。

次に前方部を見ると、東西のくびれ部では 段目斜面の基底が検出されており、後円部の 段目平

坦面が、前方部の 段目平坦面と一連のものであることがわかっている。 － トレンチでは前方部

段目平坦面と上面の平坦面が確認されており、両者の間には平坦面が存在しないことから、前方部

は 段築成であると判断される。 段目の高さは墳丘東側で1.2ｍ前後、 段目の高さは1.2～1.8ｍ程

度と考えられる。

なお前方部の 段目は、後円部に近い部分での上面の標高が84.0ｍ前後であり、後円部 段目平坦

面よりも約1.4ｍ低く、両者の間には葺石を伴う斜面が存在する。このことから前方部と後円部は、

段目は一連の形態として築造され、 段目は前者が後者よりも低くつくられていることがわかる。ま

た墳丘主軸に近い － トレンチの状況から考えると、前方部上面と後円部の平坦面を繋ぐスロープ

部は存在しないことがわかる。

平坦面 後円部頂には現状で径18～20ｍの円形の平坦面が存在しており、その周縁部を円形に巡

る埴輪列の存在が確認されている。埴輪列の径はおよそ16.5ｍであり、後円部頂には現状に近い規模

の円形の平坦面が存在したと考えられる。この後円部頂平坦面で実施した物理探査の成果では、その

中央部分において墓壙掘方の可能性がある窪みの存在が推定されているが、墓壙の形態を明確にする

には至らなかった。しかし後世に大きな攪乱を受けた痕跡は捉えられなかったことから、埋葬施設は

比較的良好な状況で残存していると考えられた。また大型の石材が使用されているような状況が確認

されなかったことから、埋葬施設の形態は竪穴式石室ではなかったと推定することができる。

後円部 段目の平坦面は、北側と南側の 箇所において埴輪列を伴った状態で確認されている。平

坦面の標高は南北両側で85.4ｍ前後に推定され、墳丘基底とは異なり、概ね水平であることがわかる。

平坦面の幅は － トレンチの状況から2.5ｍ前後と考えられ、埴輪列はそのほぼ中央か、若干後円部

中心寄りに位置すると考えられる。なおこの － トレンチでは後円部 段目平坦面が良好に残存し

ていたが、礫敷きなどは確認されていない。

後円部 段目平坦面は東西のくびれ部付近において確認されており、西側の － トレンチでは後

円部側を巡る埴輪列や埴輪棺 が検出されている。平坦面の標高は、東側で82.8ｍ前後、西側で82.2ｍ

前後であり、墳丘端と同様に東側がやや高くなっている。平坦面の幅は明らかではないが、埴輪列が
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後円部基底から ｍ以上離れた位置にあることを考えると、後円部 段目よりも広い ｍ前後の規模

であったと推定される。礫敷きなどは確認されていない。

前方部の平坦面の状況については不明な部分が多いが、 段目平坦面は後円部と一連のもので、前

方部側面から前面にまで巡るものと推定される。この 段目平坦面の西側くびれ部に近い位置では埴

輪棺 が検出されている。前方部上面では後円部に近い位置で埴輪棺 が検出されており、この部分

は築造当時の平坦面が概ね残存していることがわかるが、前面側については後世に削平を受けている

ようであり、本来は前面側に向かって高くなる形態であった可能性が考えられる。

（ ）盛土と葺石

墳 墳丘が高まりとして残存する部分に設定した － トレンチ、 － トレンチ、

－ トレンチでは、トレンチのほぼ全面において墳丘盛土が検出されている。これらのトレンチで

は部分的に断ち割り調査を行ったが、地山は検出されておらず、旧地形の高まりを利用して墳丘が築

造された可能性は低いと考えられる。

墳丘の周囲では、地山を掘り下げることにより周濠が形成されている。 － トレンチや トレン

チでは墳丘の中心に近い側で地山残存面が高くなる状況が確認されており、少なくとも ｍ以上の深

さで地山が掘り込まれていることがわかっている。したがって墳丘の最下部は地山の削り出しにより

構成されていると考えられる。

なお墳丘東側部分では、 段目斜面の葺石が地山を削り出した斜面に葺かれるのではなく、葺石と

地山の間に黄褐色粘質土などで構成される盛土が存在する状況が確認されている。盛土の程度は箇所

により異なっており、前方部東側の トレンチでは基底石の下から斜面部の裏側にかけて厚さ50㎝程

度の盛土が存在する。後円部東側の － トレンチでは、トレンチ東半で検出された墳丘部分のすべ

てが盛土で構成されていると考えられ、地山を掘り込んだ後に、その凹みの西側から ｍ以上の範囲

が盛土で埋め戻され、墳丘が形づくられたと推定される。

墳丘東側の 段目付近に見られる盛土は黄褐色粘質土を中心とするもので、砂礫で構成される地山

を掘削して得られるものではなく、また砂質である墳丘上部の盛土とも質が大きく異なっている。こ

うした粘質土がどこで得られたものかは不明であるが、湧水が多く軟弱な地山の上面に強固な墳丘基

底部を築くため、特に調達されたものと推定される。

使用される石材の詳細については第 章を参照するが、茅原大墓古墳の近隣に位置する河

川より採取された川原石が多く用いられているほか、地山を掘削した際に得られた石材が使用された

と考えられる。石材の大きさの傾向としては、 段目斜面では大型の石材が目立っており、基底石と

斜面部分の石の大きさに顕著な差がみとめられない。いっぽう 段目斜面では基底部に大型の石材を

用いるが、斜面部ではやや小さ目の石材が使用される状況が見られた。後円部 段目については葺石

がほぼ全体にわたって失われているようであり、その多くが後世に石垣として転用されていると考え

られる。
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葺石は明確な裏込め土を有さず、栗石なども確認されていない。多くの箇所において盛土の斜面に

葺かれているが、前方部前面の － トレンチでは一部地山斜面に直接葺かれる箇所が存在する。ま

た － トレンチでは葺石は確認されなかったが、前方部西側面にあたる地山の斜面が検出されてい

る。葺石が存在したとすれば地山の斜面に直接葺かれていた可能性が考えられる。

（ ）埴輪の配列と埴輪棺

埴輪列の状況 後円部頂では平坦面の西側と北側の 箇所で埴輪列が検出され、平坦面の周縁を

円形に巡る埴輪列の存在が明らかとなっている。埴輪列の径はおおよそ16.5ｍ程度と推定され、後円

部頂には100個体以上の円筒埴輪が配列されたと考えられる。布掘状の掘方に据えられている部分と、掘

方が確認できない部分が存在しており、箇所によって据え付け方法が異なっていることがわかる。ま

た4個体に1個体程度の割合で、底部が高い位置に据えられる個体が存在している。使用される埴輪は

大型の個体が多いが、小型の個体も一定量含まれている。

後円部 段目平坦面の埴輪列は南北 箇所で検出されている。その径は40.3ｍに復元され、250個体

程度の円筒埴輪が配列されたと推定される。後円部頂と同様に据え付け方法が一様ではなく、北側で

は布掘状の掘方が確認されているが、南側では掘方が確認されていない。使用される個体は大型に限

定され、後円部頂と同様に、数個体に 個体の割合で底部が高い位置に据えられている可能性が考え

られる。なお南側で検出された 個体は、いずれも底部を打ち欠いた状態で据えられていた。

後円部 段目平坦面では西側くびれ部に近い位置で埴輪列が検出されている。埴輪列の径は58ｍ程

度に推定され、300個体以上の円筒埴輪が配列されたと考えられる。検出された 個体はいずれも小型

でⅢ類に分類される個体であり、全て小型で構成されている可能性が考えられる。

前方部では埴輪列を検出することはできなかったが、周辺のトレンチにおいて一定量の円筒埴輪が

検出されていることから、埴輪列が存在した可能性が高いということができる。前方部 段目平坦面

は後円部 段目平坦面と連続していることから、埴輪列についても後円部から連続しているものと推

定される。前方部上面については削平を受けている箇所が多く、埴輪列の存否は明らかではない。

壺形埴輪の配置 比較的残存率の高い個体がくびれ部付近や前方部周辺で出土している。このう

ち後円部 段目埴輪列に近い位置で出土している個体は、法量等から考えると、埴輪列を構成する小

型の円筒埴輪の上に載せられていた可能性が考えられる。（185）は後円部 段目より転落したものと

推定されるが、後円部 段目の埴輪列は大型の円筒埴輪で構成され、その上に（185）を載せることは

できない。したがってこの個体については単独で据えられていた可能性がある。このほか前方部前面

の － トレンチでも一定量の壺形埴輪が出土しており、前方部にも配置されたと考えられる。

その他の埴輪の配置 東側くびれ部の基底に近い位置において盾持人埴輪の基部が原位置で検出

されており、この位置に盾持人埴輪が樹立されていたことがわかっている。また同じ東側くびれ部の

－ トレンチでは、周濠埋土中より鳥形埴輪の破片が複数出土しており、くびれ部付近に鳥形埴輪

が配置されたと推定される。このほか蓋形埴輪は墳丘上のトレンチより多く出土していることから、
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後円 の に の

の埴輪 確認 、調査 ら こ 、

は らに の埴輪 在 ら 埴輪 は前方 面の、後円 の

に 西 の 平 面にお 埴輪 埴

輪 は、埴輪列 面の に こ らの埴輪 は に墳丘

面の に に 、かつ の主 面 に平行 ら

、墳丘 こ この な埴輪 に ら 人物は、後円

の 埋 の 者の 者 ら お 、茅原大墓古墳の のち、
）

年の ちに埋 行

（ ）渡土堤

の 、 渡土堤 、 地 土

に か お 、東西の 面には葺石 墳丘 の は前方 前面の東

、渡土堤の主 方 は前方 前面に の はな 、 前方 東 面

渡土堤の東 面は前方 の東 面 ほ な な関 に こ から、こ

の渡土堤は前方 東 面 か ら

渡土堤の 面は 平 お 、 は 大 0.8 、 の は 明 か

前方 の 1.2 こ から、こ の は ら な 渡土

堤の 面は前方 平 面 か、 在 かな 在

なおこの渡土堤は、 、 に の は

の古墳 確認 渡土堤は ～ の の 、 の は

、渡土堤 は 事 こ
2）

こ 、この渡土堤 持つ お こ 渡土堤 持つ機

の つ は周濠の 調 ら 地に立地 古墳 は、 周濠 ら

には周濠 所 、 面 に 茅原大墓古墳 地に

立地 古墳の つ 、墳丘 の は北東 南西 は の 在 こ から、

の周 に周濠 ら には渡土堤 な か 渡土堤は周濠

な 墳丘の北東 に お 、堤の東西の周濠 の か20 こ

から、 調 機 堤 は、 な に は ら な

渡土堤の機 つ ら のは、墳丘 の 茅原大

墓古墳 確認 渡土堤は 記の に、前方 東 面の 平 面 の

な につ 、前方 平 面の に

か ら
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このように見てくると、確認された渡土堤は水位調節機能が重視されているとは考えられず、前方

部 段目平坦面との接続を意図した通路としての意識が、より強く表れているように思われる。

前方部北西側の渡土堤状遺構 上記の渡土堤とは墳丘主軸を挟んでほぼ対称的な位置にあり、西

側面は前方部西側面と一連となっている。残存部のほぼ全てが地山の削り出しにより形成されている

点は東側の渡土堤と異なるが、基本的に両者は同様の機能を有するものであったと推定される。

（ ）周濠の形態

周濠外側の立ち上がりが確認されている地点は、 － ・ トレンチや － トレンチ、 － ト

レンチ、 － トレンチなど前方部北側に集中しており、後円部側ではわずかに － トレンチで確

認されているにすぎない。このため周濠の形態を復元することは難しいが、現況の地形状況などを考

慮して以下のように推定しておく。

まず後円部側では、南西側において幅12ｍ余りの周濠が確認されている。これに加えて後円部西側

には以前より周濠の痕跡とされてきた小池が存在し、古墳の東側では南北に走る市道のすぐ東側で高

くなる地形が観察される。これら現況の地形を参考とすると、後円部の周辺には10～15ｍ幅の周濠が

巡っていたと推定される。

前方部側では、墳丘主軸を挟んで東西で周濠の平面形態が異なっていることが明らかとなっている。

まず西側では、周濠の北端部においてその幅が極端に狭くなっており、後円部側に向かって大きく広

がる形態であることが確認されている。対して東側では、 － ・ トレンチの成果から北側に向

かって幅が狭くなるような状況は確認されておらず、前方部側面でも幅20ｍ前後の規模を有する周濠

が存在したと考えられる。なお前方部前面側では、東側の渡土堤付近で約 ｍ、墳丘主軸付近で10ｍ

余りの幅を有していると考えられ、西側ほど幅が広くなる形態であったと推定される。

上記のような状況から茅原大墓古墳の周濠は、墳丘主軸を挟んで非対称な形態であり、全体として

は馬蹄形に近い平面形状を有していたと推定される（図112）。

．茅原大墓古墳の評価
（ ）築造時期

茅原大墓古墳では後円部の中心埋葬施設の内容が明らかになっておらず、その築造時期を検討する

上で根拠とすることができる資料は、出土した埴輪に限られている。

出土した円筒埴輪は先に見たように、一部古い様相を持つ個体が含まれていたが、川西編年のⅡ期、

埴輪検討会編年ではⅢ－ 段階に位置付けられるものであった。壺形埴輪や形象埴輪は円筒埴輪に比

して出土量が少なく、また各個体の残存率が低かったため詳細な時期を検討することは難しいが、円

筒埴輪の時期と矛盾のないものであるということができる。

以上のような埴輪の状況から茅原大墓古墳の築造時期は、古墳時代の時期区分においては中期初頭
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に こ 年 につ は、前 後 の年 に 、
）

お

（ ）茅原大墓古墳の 史

大和・柳本・纒向古墳群 茅原大墓古墳 奈良 地東南 には、古墳 前 の大 墓

ら の 大前方後円墳 の古墳 お 、 にお

の 地 こ 物 この地 の 特に大 古墳 集

のは、 在の桜井市北 から 理市南 にか の東西 、南北 の 、ここには

古墳 180 の古墳 （ 113、 15） こ らの古墳は北から 大和古

墳 、 古墳 、 古墳 の つの ー に ら お 、茅原大墓古墳はこの ち

古墳 に 、 記の古墳集 の南 に

大和 古墳 にお 墳墓の の は 式 に ら この には

古墳 石 古墳（墳丘墓） 古墳（墳丘墓）など 100 の大 前方後円形墳墓

お 、 つの ー の ち 墓 発 こ

古墳 は3 に、こ らの墳墓の に 行 は後 か ち 、日 列

の 大前方後円墳 墓古墳（ 280 ）

大和 古墳 にお 式 に 大 墳墓 在 、 墓 発化

のは 墓古墳 後のこ 大和古墳 は 墓古墳 ほ 大 古墳

（120 ） のち 後 から にか 、 墓古墳に 墓 西

古墳（220 ）のほか、 100～150 の前方後円墳 前方後方墳 次 この

には 古墳 は 立 古墳は おら 、 墓の 大和古墳 に

ら

古墳 は 後 に 古墳（130 ）などの大 古墳 、こ 墓 発化

特に 前 から には行 古墳（242 ）、 古墳（300 ） の 大前

方後円墳 、この には 墓の 大和古墳 から 古墳

こ

後 にな 、大和 古墳 は 100 の大 古墳は な な

、か 奈良 地北 の 古墳 西 の 古墳 、 は の古市古墳 にお 大

古墳 か にな こ は の にお に 因 の ら

この地 にお 100 の古墳 のは古墳 後 の西 古墳（120 ）の

、大和 古墳 にお 大 古墳の は 古墳 前 の に終

こ か

茅原大墓古墳の位置付け 茅原大墓古墳の 史 な の つ 、

記の な 持つ大和 古墳 の に ら 茅原大
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墳墳古墳
後期後40ｍ方茅原狐塚古墳1
後期不明円？弁天社古墳2
後期不明方堀ノ端古墳3
中期前86ｍ帆立貝式茅原大墓古墳4
後期前45ｍ前方後円毘沙門塚古墳5
不明不明不明三光古墳6
不明不明円？藤が森古墳7
後期？6ｍ円狐塚古墳8
不明20ｍ円南石神塚古墳9
不明不明円？北石神塚古墳10
後期後不明円？馬塚古墳11
不明30ｍ円ツヅロ塚古墳12
不明10ｍ円ツクロ塚古墳13
不明不明不明八王子古墳14
不明不明円？神上塚古墳15
後期15ｍ円宮ノ前古墳16
中期後60ｍ以上前方後円堂ノ後古墳17
庄内式期80ｍ前方後円ホケノ山古墳（墳丘墓）18
後期？12ｍ円慶運寺裏円墳19
後期13ｍ円？慶運寺裏古墳20
不明28ｍ円？茶ノ木塚古墳21
不明25ｍ円？北口塚古墳22
不明不明不明石塚古墳23
不明不明不明小川塚古墳24
後期35ｍ以上円or前方後円平塚古墳25
後期中18ｍ円池田 号墳26
不明不明方池田 号墳27
不明34ｍ円小川塚東古墳28
不明41ｍ方小川塚西古墳29
不明13ｍ円サシコマ古墳30
不明15ｍ円？石田古墳31
不明60ｍ前方後円巻野内石塚古墳32
前期不明不明坂田地区の古墳33
不明10ｍ円稲荷山古墳34
不明15ｍ円？原田古墳群35 不明15ｍ円？
前期末80ｍ以上前方後円箸中イヅカ古墳36
中期前20ｍ円箸中ビハクビ古墳37
前期前280ｍ前方後円箸墓古墳38
後期前不明円堀川 号墳39
後期前不明円堀川 号墳40
前期前不明前方後円？南飛塚古墳41
中期末不明方ヤナイタ 号墳42
中期末13ｍ方ヤナイタ 号墳43
庄内～前期初28ｍ前方後方メクリ 号墳44
前期前120ｍ前方後円東田大塚古墳45
庄内式期93ｍ以上前方後円矢塚古墳（墳丘墓）46
庄内～前期初115ｍ前方後円勝山古墳（墳丘墓）47
庄内式期96ｍ前方後円纒向石塚古墳（墳丘墓）48
中期後20ｍ帆立貝式石塚東古墳49
後期前25ｍ方勝山東古墳50
中期後不明円トリイノ前古墳51
不明15ｍ円？北口古墳52
不明25ｍ円尾崎花古墳53
後期50ｍ前方後円珠城山 号墳54
後期85ｍ前方後円珠城山 号墳55
後期48ｍ前方後円珠城山 号墳56
不明30ｍ前方後円？立石古墳57
後期後20ｍ円立子塚古墳58
不明35ｍ前方後円立子古墳59
不明不明円？クノボ古墳60
前期前92ｍ前方後円柳本大塚古墳61
不明20ｍ円茶臼山古墳62
不明不明不明岩神古墳63
前期後125ｍ前方後円上の山古墳64
前期後300ｍ前方後円渋谷向山古墳65
不明20ｍ円丸山古墳66
不明25ｍ方赤坂古墳67
不明120ｍ前方後円シウロウ塚古墳68
前期110ｍ前方後円石名塚古墳69
前期？69ｍ前方後円？ノベラ古墳70
不明不明不明エンド塚古墳71
前期後不明不明立花遺跡埋没古墳72
不明不明不明椿井塚古墳73
不明20ｍ不明百塚古墳74
前期前113ｍ前方後円大和天神山古墳75
不明65ｍ前方後円南アンド山古墳76
不明120ｍ前方後円アンド山古墳77
前期前130ｍ前方後円黒塚古墳78
不明不明不明11Ｄ－053279
不明不明不明11Ｄ－053380
不明不明不明11Ｄ－053781
不明不明不明11Ｄ－053882
不明不明不明八王寺古墳83
前期中242ｍ前方後円行燈山古墳84
前期中150ｍ双方中円櫛山古墳85
後期？15ｍ方ザクロ塚古墳86
後期20ｍ円薬師山 号墳

87

後期20ｍ円薬師山 号墳
後期20ｍ円薬師山 号墳
後期20ｍ円薬師山 号墳
後期20ｍ円薬師山 号墳
後期20ｍ円薬師山 号墳
後期55ｍ前方後円ヲカタ塚古墳88

墳墳古墳
後期？110ｍ前方後円高槻古墳89
後期？10m円11B－021490
後期？10ｍ円11B－021391
後期？20ｍ円11B－034692
不明15ｍ円11B－034593
不明不明円？11B－019994
不明25ｍ円11B－019895
不明15ｍ円11B－019796
不明15ｍ円11B－019697
不明20ｍ円11B－019798
後期不明円？11B－037199
不明不明不明11B－0370100
不明不明不明11B－0339101
不明不明不明11B－0340102
前期中150ｍ前方後円東殿塚古墳103
前期前220ｍ前方後円西殿塚古墳104
後期45ｍ前方後円空路宮山古墳105
後期120ｍ前方後円西山塚古墳106
中期後35ｍ円西ノ塚古墳107
前期前120ｍ前方後方下池山古墳108
不明25ｍ円ホックリ塚古墳109
不明50ｍ前方後円火矢塚古墳110
前期前110ｍ前方後円燈籠山古墳111
前期前120ｍ前方後円中山大塚古墳112
不明不明不明狐塚古墳113
不明不明円？11B－0343114
不明20ｍ円11B－0158115
不明50ｍ前方後円小岳寺塚古墳116
不明不明不明11B－0342117
不明不明不明11B－0268118
不明70ｍ前方後円弁天塚古墳119
不明不明不明狐塚古墳120
不明不明不明石塚古墳121
不明不明円マトバ古墳122
不明102ｍ前方後円矢ハギ塚古墳123
不明54ｍ円平塚古墳124
不明110ｍ以上前方後方フサギ塚古墳125
不明120ｍ前方後円栗塚古墳126
不明不明円？11B－0140127
不明13ｍ方星山森古墳128
不明70ｍ前方後方星塚古墳129
前期前110ｍ前方後円馬口山古墳130
前期不明前方後方？マバカ西古墳131
前期前75ｍ前方後円マバカ古墳132
前期前145ｍ前方後方波多子塚古墳133
不明不明不明11B－0324

134

不明不明不明11B－0329
不明不明不明11B－0328
不明不明不明11B－0331
不明不明円？11B－0332
不明不明円？11B－0333
後期20ｍ円11B－0330
不明不明不明11B－0322
不明不明不明11B－0323
不明不明不明11B－0325
不明不明不明11B－0326
不明不明不明11B－0327
後期不明不明11B－0494
不明不明円？11B－0334
後期？不明円？11B－0335
不明10ｍ円11B－0336
後期不明前方後円？古池塚古墳135
後期42ｍ前方後円二ノ瀬池古墳136
不明不明前方後円？11B－0354137
不明不明不明11B－0355

138 不明不明不明11B－0356
不明不明不明11B－0357
後期？不明円？11B－0320139 後期？不明円？11B－0321
不明不明前方後円？西鑵子山古墳140
不明30ｍ？円？11B－0318141
不明15ｍ円11B－0170

142 不明16ｍ円11B－0171
不明17ｍ円11B－0172
不明18ｍ円11B－0173
不明10ｍ円11B－0316143 不明15ｍ円11B－0315
不明不明円？11B－0307144 不明不明円？11B－0308
不明不明円？11B－0117145
不明不明不明11B－0302146
不明不明不明11B－0303147
不明不明円？市塚古墳148
不明不明不明大蓮寺畑古墳149
中期後15ｍ円五合瀬古墳150
不明不明不明11B－0314151
不明不明不明11B－0315152
前期前63ｍ前方後方ノムギ古墳153
前期前125ｍ前方後円ヒエ塚古墳154
不明40ｍ円クラ塚古墳155
不明不明不明11B－0315156
不明不明円？福知堂大塚古墳157
不明不明円？11B－0216158

1 大 古墳群 古墳 （ 図11 ）



墓古墳はこの古墳 にお 大 古墳 な な に ら

86 墳丘 は、 のこの地 にお 大の の 、前方 帆立貝形

の墳丘形 墳丘 は100 に な 、後円 は 71 の 大和

古墳 の古墳の後円 、大 墓 の 大前方後円墳 は150 前後

か の な ほか、 方 円墳 古墳（ 155 ） 90 前後、 の 古墳（144

） 80 こ に次 お 、 130 前後の 古墳 ド 古墳、 大 古墳など

茅原大墓古墳 ほ 70 前後の後円 な ち71 茅原大墓古墳の後円

の は、大 墓 大前方後円墳 は大 な のの、 に次 130 前後

の大 古墳 ほ の の こ この なら、茅原大墓古墳は古

墳 のこの地 にお の大 古墳 、かつ大和 古墳 にお 事

後の大 古墳 こ 大和 古墳 は、古墳 前 に

の に 集 に ら 茅原大墓古墳の 者は、 集 の成

員の 人 、 の の の地 にお 、この地 の

こ

茅原大墓古墳 持つ つの な は、帆立貝形の墳丘形 茅原大

墓古墳 に この形 の古墳は、 帆立貝式古墳 、 者の

新 な墳丘形 ら かつ に
）

に 前方後円墳 は に 、墳形の 列の は

の前方後円墳 に ら の ら 茅原大墓古墳は大和
）

古墳 に か 墳 、 にお この地 の の な

の 、帆立貝形 墳丘形 に こ

茅原大墓古墳の立地 墳丘 から、 の 者は古墳 前 に の大 集

に 、古墳 の奈良 地東南 ら

帆立貝形 墳丘形 は、 の集 の に こ の ら 、

の にお 茅原大墓古墳の 者、 は の所 集 の こ

茅原大墓古墳 、大和 古墳 は明確に 墳

な古墳は な な 、古墳 ん 集 茅原大墓古

墳の墳丘形 は、古墳 の の 集 の 、 に こ

盾持人埴輪につ
（ ）は に

茅原大墓古墳 土 盾持人埴輪は、盾面 から にか 良 に お 、

173



討が難しかった初期の盾持人埴輪の特徴を知ることがで

きる個体である。そのため、形態的な特徴と製作技法を

検討したうえで、当古墳出土の形象埴輪と合わせて本例

の製作時期を考えることとする。

（ ）盾持人埴輪の研究

盾持人埴輪は、顔を表現するものの手足はなく、盾を

構える独特な形態をしており、器財埴輪と人物埴輪の両

方の要素を併せ持つ。このため、研究史上でも器財埴輪

としてとらえるものと、人物埴輪の一部としてとらえる

二通りの流れがあるといえる。

器財埴輪との関わりのなかで盾持人埴輪を取り扱って

いるのは、高橋工と若狭徹である。高橋は、大阪府高廻 ・ 号墳の整理をする中で盾形埴輪を比較

する際に、盾形埴輪に冑形埴輪を搭載する例があることをあげ、盾持人埴輪の源流が顔面を表現しな

い冑形埴輪と盾形埴輪の合わさったものにあるのではないかと推測している（高橋工1991）。

一方、盾持人埴輪を人物埴輪の初期

段階のものととらえる見方も多い。こ

の視点を早くに提示したのは間壁葭子

である。間壁は、福岡県拝塚古墳の盾

持人埴輪を人物埴輪の起源の一つであ

るとした（間壁1990）。その後、清水真

一が奈良県珠城山 号墳の盾持人埴輪

と拝塚古墳の盾持人埴輪を中心に全国

の盾持人埴輪を検討対象とし、その樹

立には横穴式石室の導入に伴う葬送儀

礼の変革があるとした（清水1995）。ま

た、塩谷修は、盾持人埴輪を形態や配

置の要素で分類したうえで編年基準を示し、盾持人埴輪の祖形を中国の葬送儀礼に登場する方相氏と

関連させた（塩谷2001）。加えて近年では、岡崎晋明による検討（岡崎2013）がなされており、盾持人

埴輪の遡源が従来の方相氏に加えて、遊部をも含む可能性を指摘している。上記以外にも若狭徹によ

る群馬県保渡田八幡塚古墳出土の埴輪群のなかでの検討や（若狭2000）、塚田良道による武装人物埴輪

の関連での検討が行われており（塚田2007）、器財埴輪や人物埴輪と盾持人埴輪との関係はずいぶん整

理されてきたといえる。従来の検討は、出土数の豊富な関東地域を中心に行われてきた。

しかし関東地域の盾持人埴輪をみると、頭部表現や盾面の文様といった盾持人埴輪の構成要素にお

―174―

図11 盾持人埴輪 図



、 土 盾持人埴輪 は に の 、 、茅原大墓古墳

土 に お 西の盾持人埴輪の形 な特

（ ）盾持人埴輪の形 特

、 に 、茅原大墓古墳 は 文の 土 に 後

確 な は 明 、 奈良県 所市 土の 形埴輪 井 市 古

墳 土の盾持人埴輪 に の 、 の ら 茅原大墓古墳

の に の 盾持人埴輪は、奈良県池田 号墳、大 古墳、大 墓 古

墳、 県 10号墳 ら この ち、 10号墳 は
）

の に関 は、茅原大墓古墳 古墳 土 は ほ

文 こ から、 製の 、池田 号墳につ は、 形 の

1 ほどの円形 土の ら こ から、 ら

方、関東 関東 東 土 盾持人埴輪 は、 はほ んど 在 な

の の 、関東 の盾持人埴輪の 土

県 渡田 古墳 ら の （ 116の ）

関東 の盾持人埴輪の は こ から、盾持人埴輪 は

の に ら こ か

次に盾面の文 形 茅原大墓古墳の盾持人埴輪は盾面の お 、文

こ 盾面の形 は 方形 、周 に 文 は 文

形に 、平行 文 の には の 形文 か この

な文 は、盾形埴輪に ら の 、 な盾面の 文方 茅原大

墓古墳 に 盾形埴輪 文 のには池田 号墳の盾持人埴輪
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図116 盾持人埴輪頭部比較（Ｓ＝1/10）



げられる。近畿や近畿以西の盾持人埴輪では時期が下るにつれ、文

様の簡略化や無文化が進む。

一方、関東で出土している盾持人埴輪は近畿で出土するような盾

形埴輪の文様を持つものは少なく、簡略化もしくは無文であるもの

がほとんどである。また、戈を持つものや盾面に赤色顔料で文様を

描くものは近畿ではほとんど類例がなく、関東で特有のものといえる。

（ ）盾持人埴輪の製作技法

盾持人埴輪の検討は、その形態、配置、祖形に重点が置かれるこ

とが多く、製作時の特徴について述べているものは少ない。しかし、

茅原大墓古墳例では製作時の技術に興味深い点がみられるため、い

くつか検討してみたい。

円筒部と盾面を補強する部品として棒状の支持

具が用いられている。通常、盾形埴輪や他の盾持人埴輪では、

三角形板状の部品を突帯と盾面の間に挟むものが多い。しか

し、茅原大墓古墳例では、突帯の上部に棒状の粘土の一方の

端をのせ、盾面裏側にもう片方の端を押し付ける方法を採用

している。突帯には特別な痕跡は見られないものの、盾面裏

側には明確な円形の剥離痕が残る（写真13）。棒状支持具につ

いては、完形に近いもので 点、欠損しているものが 点確

認されている。完形に近いものでは、8.5㎝～9.5㎝のものが 点、3.6㎝のものが 点あり、長いもの

については、盾面の側面につく（図117）。短いものについては、接合箇所が不明であるものの、側面

では長さが足りないことから、盾面の下部につくことが考えられる。

三角形板状支持具と比べた耐久性は測りがたいが、全ての支持具が剥落しており、盾面にも割れが

多いことから、あまり有効な手段ではなかった可能性が高い。

円筒部から朝顔形埴輪の肩部のように若干の丸みをもって閉塞していったのちに、径13㎝

ほどの頸部が立ち上がる。肩部と頸部の境界には、突帯が貼り付けられている。この突帯は、盾面に

隠れて正面からは見えない位置にあり、朝顔形埴輪の形態を真似たか、肩部と頸部の補強として貼り

付けられたと考えられる。同様に肩部から頸部を作り出すものは奈良県池田 号墳にみられるが、池

田 号墳では、肩部と頸部の境界に突帯を貼り付けない。また、頸部の後部が欠損しているために確

定はできないものの、少し前かがみになるように成形されているか、上部に向かって頸部の径が大き

くなるように成形されている可能性が高い。

顔面部は下部が球形、上部が平面的に成形される。頸部の上端から再度 ㎝ほど粘土紐

を積むか巻き上げる。その上に、五角形に成形した粘土板を乗せる。その後、横から三角形の粘土板
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を貼付けて冑表現するとともに、顔面部を固定する。最後に顎部分を貼付けて顔面部の形を完成させ

るという技法を用いる。盾持人埴輪の顔面部に関しては、板状の表現をするものが多いことは従来か

ら知られているが、粘土紐積み上げ後に粘土板を貼り足して板状に見せるものが多く、実際に粘土板

で作るものは、京都府時塚 号墳でみられるものの、かなり限られる。近畿内でも、頸部が類似する

池田 号墳では、粘土紐巻き上げで成形しており、多くが人物埴輪と同様の製作技法を用いている。

茅原大墓古墳の盾持人埴輪が顔面を胴部から直接作り出す人物埴輪の出現よりも遡ることから、頭部

製作については定型化していない、試行段階と考えることも可能であるといえる。

（ ）盾持人埴輪の配置位置と樹立古墳の規模

茅原大墓古墳の盾持人埴輪は、クビレ部に樹立した円筒部が残っていたことから、クビレ部に立て

られていた可能性が極めて高いと言える。しかしながら他古墳での盾持人埴輪の樹立場所をみると、

必ずしも樹立場所がクビレ部とは限らない。また、関東を中心とする地域では、関西以西よりも一古

墳における盾持人埴輪の樹立数が多く、外堤に立て並べる姿がみられる。茅原大墓古墳で出土してい

る鳥形埴輪は盾持人埴輪と同じ東クビレ部ではあるが、転落石中から出土しており、墳丘上に樹立さ

れていた可能性がある。盾持人埴輪は墳丘裾の樹立であるので、樹立場所が若干異なると考えられる。

また蓋形埴輪は後円部南斜面から出土しており、盾持人埴輪とは分けて樹立されていたと考えられる。

盾持人埴輪と他の形象埴輪が分けて樹立される例は他古墳でも多くみられ、盾持人埴輪が威儀を示す

他の形象埴輪とは一線を画した役割を持っていたとも推定される。

また、盾持人埴輪を樹立している古墳の規模をみると、大古墳には少なく、中・小規模の前方後円

墳に多く樹立されている。古市古墳群内の墓山古墳や野中宮山古墳では出土しているものの、他の大

規模古墳では今のところ出土が確認されない。盾持人埴輪と同様の意味を持つ甲冑形埴輪や盾形埴輪

が古墳規模に関わらず樹立されることを考えると、盾持人埴輪の樹立は限定的であったと考えられる。

（ ）まとめ

以上のことより、茅原大墓古墳の盾持人埴輪は形態的には、冑を被り、盾面文様が崩れていないこ

とから、初期段階の例であるといえる。また、製作技術が定型化していないという点もそれを傍証す

ることとなるだろう。盾持人埴輪のみでは、ピンポイントで年代を押さえることは難しいものの、当

古墳で出土している円筒埴輪に明瞭な静止痕が認められない点や、蓋形埴輪の笠部が線刻表現のなか

でも比較的古い様相を呈することから考えると、野中宮山古墳や墓山古墳よりも古い段階と考えられ、

大阪府津堂城山古墳に前後する時期に相当すると推定される。

今回は、茅原大墓古墳出土例を中心にその形態と製作技術を概観した。盾持人埴輪の研究において

議論される祖形の問題や埴輪群内での意義についての検討については十分なしえなかったため、今後

の課題としたい。
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．さいごに
昭和57年の史跡指定より30余年を経て、ようやく茅原大墓古墳の歴史的な意義を検討できる段階に

至ることができた。その評価は単に一地域の首長墳であるということにとどまるものではなく、古墳

時代の政権勢力の変動の様子を体現する貴重な資料として、国指定史跡に相応しい価値を有している

ということができる。また茅原大墓古墳の周辺には、纒向遺跡をはじめとする著名な遺跡や古墳、社

寺が数多く存在しており、これらを含めた地域全体が持つ歴史的価値もまた大きいということができ

るだろう。今後はそうした茅原大墓古墳の歴史的意義や地域的特性を活かし、かつ将来にわたって良

好に遺構を保存していくことができるよう、史跡整備事業を進めていきたいと考える。

なお最後になりましたが、発掘調査に際しましては地元茅原区の住民の皆様には様々なかたちでご

協力をいただきました。ここに記して厚く御礼申し上げます。

【註記】
）清家章 1999「古墳時代周辺埋葬考－畿内の埴輪棺を中心に－」『国家形成期の考古学』大阪大学考古学研究室10周年記念
論集
）高橋裕子 2009「前方後円墳周濠の渡土堤について」『京都橘大学文化財調査報告 2008』京都橘大学文学部
）森下章司 1998「古墳時代前期の年代試論」『古代』105号
）小野山節 1970「五世紀における古墳の規制」『考古学研究』16－ 考古学研究会
）都出比呂志 1988「古墳時代首長系譜の継続と断絶」『待兼山論叢』22号 大阪大学文学部
沼澤豊 2006『前方後円墳と帆立貝式古墳』 雄山閣
）伝大分県野津例についても頭部が冑状であるとの指摘がある（高橋工1991）。
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写 真 図 版





図版 　茅原大墓古墳遠景

茅原大墓古墳と三輪山（第 次調査時、西より）

茅原大墓古墳と箸墓古墳（第 次調査時、南東より）



図版 　茅原大墓古墳の現況

茅原大墓古墳の現況①（第 次調査後、西より）

茅原大墓古墳の現況②（第 次調査後、北東より）



茅原大墓古墳全景①（第 次調査後、左下が北）

茅原大墓古墳全景②（第 次調査時、下が北）

図版 　茅原大墓古墳全景（ ）



図版 　茅原大墓古墳全景（ ）

茅原大墓古墳全景③（第 次調査時、下が北）

茅原大墓古墳全景④（第 次調査時、下が北）



茅原大墓古墳全景⑤（第 次調査時、下が北）

茅原大墓古墳全景⑥（第 次調査時、下が北）

図版 　茅原大墓古墳全景（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部のトレンチ①（第 次調査、下が北）

後円部のトレンチ②（第 次調査、西より）



トレンチ全景①（西より）

トレンチ全景②（東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部頂西側の埴輪列①（上面検出状況、北より）

後円部頂西側の埴輪列②（北西より）



円筒埴輪（1）出土状況（西より）

後円部頂西側埴輪列 断ち割り断面（北西より）

図版 　 － トレンチ（ ）

円筒埴輪（2）出土状況（西より）

円筒埴輪（3）・（4）出土状況（西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ南壁の土層（北西より）

後円部頂付近の墳丘盛土断面（北西より）

トレンチ中央付近の埴輪片集積状況（北西より）



トレンチ全景①（左が北）

図版 　 － トレンチ（ ）

－ トレンチ設置状況（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ全景②（南より）

トレンチ全景③（北より）



後円部頂北側の埴輪列②（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）

後円部頂北側の埴輪列①（上面検出状況、西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部頂北側埴輪列の掘方断面（西より）

円筒埴輪（6）出土状況（北より）

円筒埴輪（8）出土状況（北より） 円筒埴輪（9）出土状況（北より）

円筒埴輪（7）出土状況（北より）円筒埴輪（10）出土状況（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部頂北側埴輪列の土層断面（北東より）

掘方完掘状況（北東より）円筒埴輪（10）内埋土の断面（北より）

円筒埴輪（9）内埋土の断面（北より）円筒埴輪（8）内埋土の断面（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目北側の埴輪列①（上面検出時、西より）

後円部 段目北側の埴輪列②（北東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目北側の埴輪列③（北西より）

円筒埴輪（16）・（17）内埋土の断面（北より）円筒埴輪（15）内埋土の断面（北より）

円筒埴輪（14）内埋土の断面（北より）円筒埴輪（14）出土状況（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目北側の埴輪列④
（埴輪内埋土完掘後、北より）

後円部 段目北側の埴輪列⑤
（埴輪内埋土完掘後、西より）

後円部 段目平坦面と埴輪列
（北西より）

 掘方完掘状況（北東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目北側 転落石検出状況
（北西より）

後円部 段目北側の葺石①
（北西より）

後円部 段目北側の葺石②
（北より）



図版 　 － トレンチ（10）

後円部 段目北側の葺石③
（西より）

木棺墓 埋土断面（西より）

木棺墓 鉄釘出土状況（南より）



図版 　 － トレンチ（11）

後円部北側斜面（北西より）

後円部頂北側の墳丘盛土断面
（南西より）

後円部北側斜面の墳丘盛土断面
（北西より）



図版 　 － トレンチ（12）

前方部上面の土層①（北西より）

葺石裏側の墳丘盛土断面
（北西より）

前方部上面の近世溝（西より）



図版 　 － トレンチ（13）

前方部上面の土層②（南西より）

トレンチ北端付近の墳丘盛土断面
（南西より）

トレンチ埋め戻し後の状況
（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ全景①（南より）

トレンチ全景②（北より）



後円部 段目南側の埴輪列①（上面検出時、南より）

後円部 段目南側の埴輪列②（上面検出時、西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目南側の埴輪列③（西より）

後円部 段目南側の埴輪列④（南より）



図版 　 － トレンチ（ ）

円筒埴輪（12）出土状況
（南西より）

円筒埴輪（11）出土状況
（北西より）

埴輪列断ち割り断面（南より）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部頂南側の墳丘盛土断面
（南西より）

後円部南側斜面の墳丘盛土断面①
（南西より）

後円部南側斜面の墳丘盛土断面②
（南西より）



トレンチ全景（下が北）

トレンチ西側 埴輪・転落石出土状況①（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ西側 埴輪転落石出土状況②（北より）

壺形埴輪（185）出土状況（北より）



後円部北側 段目の葺石①（北東より）

後円部北側 段目の葺石②（北より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

埴輪棺 　墓壙上面検出状況①
（北西より）

埴輪棺 　墓壙上面検出状況②
（南西より）

 埴輪棺 　墓壙上面検出状況③
（南東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

 埴輪棺 　墓壙埋土断面①
（南西より）

埴輪棺 　墓壙埋土断面②
（北西より）

埴輪棺 　墓壙埋土断面③
（北西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

埴輪棺 　棺上面検出状況①（北西より）

埴輪棺 　棺上面検出状況②（南東より）



埴輪棺 　棺上面検出状況③（南西より）

埴輪棺 　棺上面検出状況④（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

鉄製品（284～286）出土状況
（北東より）

鉄製品（287）出土状況①
（北西より）

鉄製品（287）出土状況②
（北西より）



埴輪棺 　棺内検出状況①（北西より）

 埴輪棺 　棺内検出状況②（南東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（10）

埴輪棺 　棺内検出状況③（南西より）

 埴輪棺 　棺内検出状況④（北東より）



図版 　 － トレンチ（11）

埴輪棺 　棺側・棺下の埴輪片①
（南東より）

埴輪棺 　棺側・棺下の埴輪片②
（西より）

埴輪棺 　墓壙完掘状況（西より）



図版 　 － トレンチ（12）

前方部 段目東側 転落石検出状況①（北東より）

前方部 段目東側 転落石検出状況②（南東より）



前方部 段目東側の葺石①（北東より）

前方部 段目東側の葺石②（南東より）

図版 　 － トレンチ（13）



図版 　 － トレンチ（ ）

東側くびれ部 段目 転落石検出状況（北より）

東側くびれ部 段目の葺石①（北より）



東側くびれ部 段目の葺石②（南より）

東側くびれ部 段目の葺石③（南西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ全景①（下が北）

トレンチ全景②（北側拡張前、東より）



西側くびれ部 段目 転落石検出状況（北西より）

西側くびれ部 段目の葺石①（北西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

西側くびれ部 段目の葺石②（南より）

西側くびれ部 段目の葺石③（西より）



トレンチ北壁の土層
（拡張前、南西より）

後円部 段目埴輪列付近の
遺物出土状況（西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目の埴輪列①（上面検出状況、南東より）

後円部 段目の埴輪列②（東より）



円筒埴輪（18～20）内埋土の断面（南東より）

掘方完掘状況（南東より）

図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目基底と埴輪列（西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

埴輪棺 　検出状況
（北側拡張前、南より）

埴輪棺  　墓壙上面検出状況
（西より）

埴輪棺  　墓壙上層埋土断面
（西より）



 墳丘 段目斜面の葺石と埴輪棺 （北西より）

埴輪棺  棺上面検出状況①（西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

埴輪棺 　棺上面検出状況②
（南より）

埴輪棺 　上面埴輪除去後
（左が北）

埴輪棺 　墓壙完掘状況（西より）



図版 　 － トレンチ（10）

埴輪棺 　墓壙上面検出状況
（左下が北）

埴輪棺 　内側の状況（東より）

埴輪棺 　南西小口部分
（北東より）



図版 　 － トレンチ

トレンチ全景①（南より）

トレンチ全景②（北より）

トレンチ東壁の土層断面
（南西より）



図版 　 － トレンチ、 － トレンチ

－ トレンチ（西より）

－ トレンチ（東より）

後円部南西側の転落石
（西より、 － トレンチ）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠埋土上面検出状況①
（東より）

周濠埋土上面検出状況②
（西より）

周濠中層埋土検出状況①
（北東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠中層埋土検出状況②（東より）

周濠中層埋土検出状況③（西より）

 転落石・腐植層検出状況①
（北東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

転落石・腐植層検出状況②
（東より）

転落石・腐植層検出状況③
（西より）

 転落石検出状況（北東より）



周濠埋土完掘状況①（東より）

周濠埋土完掘状況②（西より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部 段目東側の葺石①（北東より）

後円部 段目東側の葺石②（東より）



周濠内埋土断面（北西より）

茅原大墓古墳後円部と － トレンチ（東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

後円部東端付近の周濠内埋土
（北より）

墳丘残存部の上面（北東より）

墳丘盛土の断面（北より）



第 次調査時のトレンチ（下が北）

－ トレンチ全景（下が北）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠埋土上面検出状況①
（東より）

周濠埋土上面検出状況②
（南東より）

周濠埋土上面検出状況③
（北より）



周濠内の遺物・転落石検出状況①（東より）

周濠内の遺物・転落石検出状況②（北より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠内の遺物・転落石検出状況③
（北西より）

円筒埴輪（92・93）出土状況
（東より）

盾持人埴輪（268）顔面部破片の出
土状況（東より）



周濠内埋土完掘状況①（東より）

周濠内埋土完掘状況②（北より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠内埋土完掘状況③（南東より）

東側くびれ部 段目の葺石（東より）



図版 　 － トレンチ（ ）

盾持人埴輪基部とくびれ部基底
（北東より）

盾持人埴輪盾面部の破片出土状況
（東より）

盾持人埴輪基部内上層遺物出土状況
（北より）



図版 　 － トレンチ（ ）

盾持人埴輪基部内下層遺物出土状況
（北より）

盾持人埴輪基部内遺物取り上げ後
（北より）

盾持人埴輪基部 掘方内埋土断面
（東より）



周濠埋土上面検出状況（南側拡張前、南東より）

トレンチ全景（南東より）

図版 　 トレンチ（ ）



図版 　 トレンチ（ ）

転落石検出状況（東より）

前方部 段目東側面の葺石①（東より）



前方部 段目東側面の葺石②（南東より）

周濠埋土断面（北東より）

図版 　 トレンチ（ ）



図版 　 トレンチ（ ）

前方部基底付近の盛土断面
（北より）

葺石裏側の盛土断面（北より）

トレンチ東端の周濠埋土断面
（北より）



図版 　 － ・ トレンチ（ ）

－ トレンチ周濠上面検出状況
（トレンチ結合前、南西より）

－ トレンチ転落石検出状況
（トレンチ結合前、南西より）

－ トレンチ周濠上面検出状況
（トレンチ結合前、北より）



図版 　 － ・ トレンチ（ ）

周濠中層埋土検出状況①（北東より）

 周濠中層埋土検出状況②（南西より）



トレンチ北側 転落石検出状況（北より）

トレンチ北側 周濠埋土完掘状況（北より）

図版 　 － ・ トレンチ（ ）



図版 　 － ・ トレンチ（ ）

トレンチ全景（北東より）

トレンチ南壁の土層断面
（東より）

渡土堤及び周濠底面の盛土断面（東より）



トレンチ全景（下が北）

茅原大墓古墳墳丘と － トレンチ（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

周濠埋土上面検出状況①
（北東より）

周濠埋土上面検出状況②
（南西より）

周濠埋土上面検出状況③
（南東より）



渡土堤周辺 転落石検出状況①（南西より）

渡土堤周辺 転落石検出状況②（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

渡土堤東側の転落石検出状況（東より）

渡土堤西側の転落石検出状況（北より）



渡土堤検出状況①（南西より）

渡土堤検出状況②（北東より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

渡土堤検出状況③（南東より）

渡土堤検出状況④（北西より）



前方部北東隅と渡土堤東側の葺石①（東より）

前方部北東隅と渡土堤東側の葺石②（南より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

前方部前面と渡土堤西側の葺石①（北より）

前方部前面と渡土堤西側の葺石②（西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

前方部東側の周濠埋土断面
（北より）

前方部前面の周濠埋土断面
（北東より）

渡土堤西側の周濠埋土断面
（南西より）



図版 　 － トレンチ（10）

渡土堤断ち割り断面①
（南東より）

渡土堤断ち割り断面②
（南西より）

渡土堤断ち割り断面③
（南より）



周濠埋土上面検出状況（北より）

転落石検出状況（北より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

前方部前面の転落石（北西より）

前方部前面 段目の葺石①（北西より）



前方部前面 段目の葺石②（北より）

茅原大墓古墳墳丘と － トレンチ（北より）

図版 　 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ全景①（北より）

トレンチ全景②（南より）



周濠埋土断面（南西より）

図版 　 － トレンチ（ ）

トレンチ南端付近の土層（北西より）

周濠外側の立ち上がり（西より）



図版 　 － トレンチ、 － トレンチ（ ）

茅原大墓古墳墳丘と第 次調査地（北西より）

第 次調査地全景（下が北）



－ トレンチ周濠埋土上面検出状況（拡張前、西より）

－ トレンチ周濠埋土完掘状況（西より）

図版 　 － トレンチ、 － トレンチ（ ）



図版 　 － トレンチ、 － トレンチ（ ）

－ トレンチ周濠埋土
上面検出状況（北より）

－ トレンチ転落石・
埴輪検出状況（北より）

－ トレンチ周濠埋土
完掘状況（北より）



図版 　 － トレンチ、 － トレンチ（ ）

転落石検出状況（ －
トレンチ東側、南東よ
り）

東側周濠埋土完掘状況
（ － トレンチ、南東
より）

東側周濠埋土検出状況
（ － トレンチ、南東
より）



図版 　 － トレンチ、 － トレンチ（ ）

－ トレンチ北壁 周濠埋土断面
（南西より）

－ トレンチ南壁 周濠埋土断面
（北西より）

渡土堤状遺構（南西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

遺構上面検出状況（西より）

落ち込み （北西より）

落ち込み （南西より）



図版 　 － トレンチ（ ）

土坑 埋土断面（南より）

土坑 完掘状況（南より）

トレンチ全景（西より）
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図版 　出土遺物（11）

埴輪棺に使用された埴輪①
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図版 　出土遺物（12）
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図版 　出土遺物（13）
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図版 　出土遺物（19）

古墳築造後の遺物①
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